
暁中学校・高等学校学校法人
暁学園

〒512-8538  三重県四日市市萱生町238　TEL. 059-337-1213 ・ 1214
WEB. https://www.akatsuki.ed.jp/akatsuki-jh/

世界を生きる 人間たれ。
＿ We are  A6.

令和5年 8月27日（日）
9:30～12:00

令和5年 9月18日（月・祝）
9:30～12:00

中学学校説明会

令和5年 10月22日（日）
14:00～17:00

中学入試問題解説会

令和5年 8月3日（木）
個別相談会＆ SCHOOL TOUR

令和6年 1月6日（土）
前期 （一般・専願）

令和6年 1月13日（土） 
後期入試日程

令和5年 12月23日（土）
帰国生入試

※申し込みは暁中学校・高等学校のHPから　※各相談会・説明会の期日・内容については変更になる可能性があります。

ミライを創りだす、「本物の学力」を。

通学方法
徒歩・自転車（駐輪場あり）・
公共交通機関利用の他に、
通学バスを利用することができます。

交通アクセス

東名阪自動車道「四日市東」インターより約3分

車の場合

● 大山田線　● 菰野・桜線　●笹川・あがた線

通学バスは3路線

近鉄名古屋線「富田」駅より三岐鉄道にて「暁学園前」駅下車、徒歩約12分

電車の場合

Google
マップ

アクセスMAP

9:00～10:001 13:00～14:002

14:00～15:001 15:30～16:302

14:00～15:001 15:30～16:302

令和5年 9月30日（土）

令和5年 11月18日（土）
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暁学園は1946年、四日市市出身の実業家、宗村佐信によって創立され
ました。佐信は平田紡績（株）・平田漁網製造（株）の社長を務め、日本で

初めて合成繊維ナイロン製漁網の製品化に成功。丈夫な漁網の普及は、

日本の漁獲高向上と戦後の食糧事情改善に大きく寄与しました。佐信は

慶應義塾を創設した福澤諭吉を尊敬し、特に女性の教育を高めること

で、豊かで平和な社会を実現すべきだと考えたことから、三重県下初の

私立女子専門学校「暁女子専門学校」を開校。日本の私学界、教育界、

産業界、芸術文化界、スポーツ界の振興に寄与したその功績は、いまも

あらゆるかたちで暁学園に息づいています。

学園綱領 人間たれ
教育目標 人を愛し　学問を愛し　美を愛する豊かな人間

学園創立者・初代理事長

宗村  佐信（むねむら すけのぶ）

HISTORY
暁学園と暁中高の歴史

学園創立者について

学園綱領「人間たれ」とは

学園綱領「人間たれ」は、暁学園全校園の教育理念です。総合学園となった1950
年、学園の幼稚園から短大までの校長を兼務し、のちに奈良女子大学の学長

を務めるなど、日本の女子教育を牽引した教育者、五嶋孝吉によって定められ

ました。五嶋は「人間たれ」について「人間教育のすべてを言い表したもの」、

「人生では、勝者、敗者の違いも生まれますが、たとえ勝者の権力といえども、敗

者の愛情には遠く及びません」と、言葉を残しています。博愛主義、利他的精神

を重んじる五嶋の言葉は、人としてどう生きるのか、どうあるべきなのかを問

いかける、永遠に色褪せることのないメッセージです。

1946年

1948年
1949年
1965年
1983年

四日市市天カ須賀にて財団法人 暁学園 設立
初代理事長に宗村佐信 就任
暁幼稚園 開園、暁女子専門学校 開校
暁小学校、暁中学校 開校
暁高等学校 開校
暁学園本部、短大、高校、中学が萱生に移転
暁中学校・高等学校 中高一貫6年制 発足

1988年
1996年
2007年
2021年
2023年

四日市大学 開学
暁学園創立50周年記念事業 挙行
四日市看護医療大学 開学
学園創立75周年を迎える
中学校開校75周年 中高一貫発足40周年
萱生キャンパスに「教育棟」「法人本部棟」
が完成

みんなで「学び育ち合う」

　暁中学校・高等学校では、学園綱領「人間たれ」の

もと、授業や学校行事、生徒会活動、部活動などを

通して、生徒はお互いを認め合い、日々切磋琢磨し

ながら学び合います。生徒たちだけでなく、教職員も

教育の専門家として生徒とともに「学び育ち合う」

学校でありたい。それだけでなく、保護者や同窓生も

ともに「学び育ち合う」学校をみんなで創りたいと

願っています。

自ら問い直し、自ら考える力を

　21世紀は、「先の見えない時代」と言われています。

生徒たちが「先の見えない」社会の中で生きていく

うえで大事なのは、これまで正解とされていたことで

さえ「本当にそうなのか？」と問い直し、自分なりに

考え、自分なりの解を導き出す力です。

　今の日本の教育では、まだあまり重視されていま

せんが、「先の見えない時代」を生き抜くために「学び

方を学ぶ」「思考の仕方を学ぶ」「困難を切り抜ける

MESSAGE

学校法人 暁学園  暁中学校・高等学校

校長 駒木  正清

方法を学ぶ」ことは、これから必ず大事になってくる

はずです。そのために、2023年度から１年生を対象

に「探究と協同」の総合学習「言語と表現」の授業

実践に本格的取り組み始めました。参観した教員

からの反響も大きく、他学年にも広がりを見せてい

ます。

「本物の学力」を身につける

　生徒たちの思考は、「すごい」「不思議だ」と感じ、

心が激しく揺さぶられたときにいっきに進みます。

しかし、そうした感動を伴わないまま、ただ一方的に

詰め込まれるばかりの「学習」では、その効果は期待

できません。生徒たちは、授業と日々の活動での感動

と喜びに満ちた「協同的な学び」の体験を通して、

未来を生きるための力、一生続く学び方である「本物

の学力」を身につけていきます。暁中学校・高等学校

では時代に先駆けて、知識を生徒たちに「どう教えて

いくか」だけでなく、生徒たちの学びを「どう支え、

伸ばしてやれるか」により大きな関心を払い、授業

改善を軸にした学校づくりをめざして、教師間の同僚

性を高めながら日々の教育活動を進めていきます。

　そのために、授業はもとよりあらゆる教育活動に

おいて、生徒たちに「本物の文化」と出会わせ、「面

白い！」と思えるような体験ができる「仕掛け」づくり

のために知恵を絞り、創造的な実践を重ねながら、

生徒とともに「学び育ち合う」学校づくりに向かって、

教職員が一丸となって突き進んでいきます。

未来を切り拓く
「本物の学力」
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暁６年間の教育ステップ
中高一貫ならではの密度の濃い教育体制により、
グローバル時代に対応できる確かな力を養います。

国公立大学・私立大学合格実績（過去5年）

グローバル、理数探究、
人間性の要素を発展させる、
より実践的なアプローチを行います。

言語力・国際理解力・理数力・
人間力教育の推進

1・2年次

3・4年次

5・6年次

学校生活の中心となるのは「授業」です。

本校では、豊富な授業時間数を活用し、

教科書の内容を越えた知識・技能の習得

を目指します。授業で身につけた知識・

技能を、人生を切り拓く力につなげるた

めに、プラスアルファとなる独自の多様

なプログラムを用意しています。

暁を巣立った一人ひとりが
理想の未来に向かって着実に歩みを進めていきます。

1949年の高等学校開設から中高一貫となって久しい現在まで、本校で学んだ生徒たちは、

その力をもとに未来を切り拓いてきました。その歴史はいまも引き継がれ、難関校をはじめ

とする国公立大学や私立大学へ、その歩みを進めています。

Global

未来を切り拓く
言語力・

国際理解力を

Science

未来を切り拓く
理数力を

Human

未来を切り拓く
人間力を

TMノートを使ってPDCAサイクル
を確立し、より効果的な学習スタ

イルを形成していきます。また、

キャリア教育ガイダンスを実施。

自らの将来と学習の意味を考え

始める時期となります。

より効果的な
学習スタイルを形成

6年間の最終ステージとなる2
年間。培ってきた「人間力」に磨き

をかけるとともに、学校行事を通

してリーダーシップを発揮します。

自らの夢を描き、
進路実現へ

暁オリジナル製本のTM（タイム・
マネジメント）ノートを活用して

早期に生活・学習習慣を確立し、

小テストなどの実施で基礎学習

の定着を目指します。

生活習慣・学習習慣を
確立する

1st STAGE

2nd STAGE

3rd STAGE

2019 2020 2021 2022 2023 合計

2 1 0 0 1 4東京大学

国公立大学 年度

3 3 0 2 0 8京都大学

0 0 0 0 1 1一橋大学

0 0 1 0 0 1東京工業大学

3 5 3 5 4 20名古屋大学

0 0 1 3 0 4北海道大学

0 1 0 1 0 2東北大学

0 1 0 0 0 1大阪大学

0 1 2 1 0 4神戸大学

0 0 0 0 1 1九州大学

0 0 0 1 0 1筑波大学

1 0 0 1 0 2お茶の水女子大学

0 2 1 2 1 6横浜国立大学

1 1 0 0 0 2金沢大学

2 0 2 0 0 4信州大学

3 0 0 0 2 5岐阜大学

2 1 0 0 1 4愛知教育大学

3 1 1 3 2 10名古屋工業大学

14 15 11 6 15 61三重大学

2 2 1 3 3 11名古屋市立大学

0 0 1 1 1 3三重県立看護大学

0 0 1 0 2 3大阪公立大学

0 0 1 0 1 2神戸市外国語大学

2019 2020 2021 2022 2023 合計

0 5 2 0 2 9三重大学

国公立大学 医学部 医学科 年度

1 0 0 0 0 1名古屋大学

0 0 0 1 0 1島根大学

0 0 0 1 0 1北海道大学

2019 2020 2021 2022 2023 合計

1 0 1 1 0 3防衛医科大学校

大学校 医学部 医学科 年度

2019 2020 2021 2022 2023 合計

7 7 6 2 3 25早稲田大学

私立大学 年度

3 4 2 2 2 13慶應義塾大学

1 4 0 2 3 10上智大学

2 6 6 17 9 40東京理科大学

4 8 4 3 4 23明治大学

4 3 3 2 5 17青山学院大学

1 2 1 2 2 8立教大学

6 12 5 6 1 30中央大学

5 5 2 1 0 13法政大学

5 5 5 11 5 31関西大学

5 6 4 7 7 29関西学院大学

11 15 12 19 12 69同志社大学

10 12 20 22 12 76立命館大学

17 32 2 18 16 85南山大学

2019 2020 2021 2022 2023 合計

0 1 1 0 0 2岩手医科大学

私立大学 医学部 医学科 年度

0 1 0 1 0 2東北医科薬科大学

1 0 0 0 0 1産業医科大

1 0 0 0 0 1北里大学

0 1 0 0 0 1埼玉医科大学

1 0 0 0 0 1杏林大学

0 0 0 1 0 1日本大学

0 1 0 0 0 1東海大学

0 1 0 0 0 1帝京大学

4 0 1 0 0 5金沢医科大学

2 2 3 0 0 7藤田医科大学

0 1 2 0 0 3愛知医科大学

0 0 1 1 0 2近畿大学

0 1 1 1 0 3大阪医科薬科大学

0 0 1 0 0 1川崎医科大学

0 0 0 0 1 1福岡大学
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国 名 所在地 学校名

暁中学校は強豪校が競う英語弁論大会で
輝かしい成績を収めています。

※留学先での単位が認定されれば、帰国後、遅れるごとなく進級が可能となります。
※ニュージーランドの2校については、授業料の一部が奨学金として給付されます。（2023年6月現在）

本校の教育の特色の一つは、グローバルな視点を育てる機会
としての留学制度・海外語学研修の充実です。アメリカ、オース
トラリア、ニュージーランドの3か国に提携姉妹校のネットワーク
を持ち、多くの生徒たちが海外での生活を体験し、言語力だけ
でなく、国際理解力を高めてきました。その後、海外の大学に進学
した事例もあります。また、姉妹校からの訪問団の来校や、公益
財団法人AFS日本協会を通じた欧米からの海外留学生の受け
入れなど、在校生が日本にいながら国際理解を深められる環
境を大切にしています。

アメリカ フィラデルフィア North Penn High School 

オーストラリア メルボルン Mount Ridley College 

ニュージーランド オークランド Whangaparaoa College 
Hobsonville Point Secondary School 

高円宮杯第73回全日本中学校英語弁論大会
三重県大会 最優秀賞・優秀賞を受賞
三泗地区英語スピーチコンテスト 1位
三泗地区英作文コンテスト 1位

TOPIC
AKATSUKI

Global

To Be a Global Citizen! 

アクティブラーニングによって、国際水準の英語力や論理的な思考力、

多文化社会に通用する表現力を習得し、地球規模の課題に対しても、

自らの意見や考えを発信できる「地球市民（G l o b a l  C i t i z e n）」を目指します。

留学制度（短期・中期・長期）

生徒一人ひとりが個性を発揮できる、広く開かれた学校で
あることをめざし、海外で学び、帰国した学生を対象とする
「帰国生入試」を令和６年度から開始します！
（詳細は募集要項をご覧ください）。

英語の授業は、基本的にすべて英語で行い、海外で広く使用されて
いるケンブリッジ大学出版の教材「Uncover」を採用しています。
グローバルなコミュニケーション言語として英語運用能力の強化を
図ることはもちろん、英語が得意な生徒や海外在住経験のある生徒
にとっても、手ごたえのある授業を展開できることがこの教材を
採用する大きな理由となっています。テキストやビデオを通し、世界
の文化や生活にふれながら、「聞く」「話す」「読む」「書く」という英語
の４技能をバランスよく身につけ、「本物の英語力」を育みます。

1年生からケンブリッジ教材を使用

本物の英語力

帰国生入試
令和6年度から募集開始！
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思考力や判断力、表現力など数学・理科の活用能力
を身につけるために、豊富な理数系授業時間数を活
かした多面的な指導カリキュラムを導入。実験で考察
した結果の的確な表現方法を習得できる授業を行っ
ています。数学では中学2年生から習熟度別授業を導入
しています。

理科では、中学3年間で50回以上の実験により
好奇心を刺激し、自ら発見できる授業を展開。
理科の楽しさを体感しながら科学的思考力を育み
ます。また数学では、「分かる」と感じることに重き
を置き、生徒一人ひとりにふさわしいアプローチ
で理解度を深めています。

未知の分野に挑戦する探究心や創造力を高め、

科学的思考力を育むことで、

生徒一人ひとりが持つ可能性を開花させます。

科学をリアルに体感理数力伸長・発展プログラム
豊富な理数系授業時間数を確保

自ら課題を発見し、その解決に向けて主体的で協働的な学びを
実践する「アクティブラーニング」により、生徒の可能性を広げ
ます。グループワークを積極的に取り入れ、多様なテーマについ
ての議論や生徒同士の学びの共有などを行います。

新しい学びのスタイル
グループワークなどを通して
主体的で協働的な学びを実践

生徒は日常の学習で身につけた論理的で科学的な思考力の
成果を試す各種コンテストや学外セミナーにも積極的に参加
して優秀な成果を収めています。

開花する「理数力」
好奇心と探究心を高めるコンクールに積極的に参加

● 名大MIRAI GSC （グローバルサイエンスキャンパス）
名古屋大学による企画開催の最前線のサイエンスを経験するプログラムです。
他校の仲間と切磋琢磨できる環境でハイレベルな研究に参加すべく多数の
本校生が審査に挑戦しています。高

校
部

令和3年度 優秀賞● 日本ジュニア数学オリンピック （関西地区）

● 科学の甲子園ジュニア（国立研究開発法人科学技術振興機構主催）
過去10大会中5大会で県代表として全国大会出場

令和3年度 奨励賞● 日本ジュニア数学コンクール

令和4年度 優秀賞● 日本数学オリンピック（東海地区）

令和4年度 準優勝● 三重県高等学校科学オリンピック

令和3年度 金賞、令和５年春、東京神田明神に算額を奉納
● 算額をつくろうコンクール

中
学
部

理数力の育成
瑞々しい好奇心と科学思考力を育む

Science

好奇心を刺激しつつ科学的思考力を育成します　　　　　　　　　　

生徒一人ひとりの好奇心を育み、物事や課題を自ら考察する視点や
力を養う。そのために本校が重視しているのが、理数系のカリキュラム
です。中でも数多くの実験を行う理科の授業は、未知なるものにふれる
ことで、好奇心が自ずと芽生え、発見や探求の楽しさを知ることができる
大切な場と考えています。本校では、「化学」「物理」「生物」という、理科
の３分野それぞれに実験室を設け、化学変化や解剖など、様々な実験
や観察を実施。リアルな学習を通して、科学的思考力と生徒一人ひとり
の好奇心や探究心を育みます。

理科の３分野に「実験室」を用意
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社会への参加意識を高める
豊富な活動

地域の美化・環境保全の活動や、「あしなが募金」といった
街頭での募金活動など、生徒たちが積極的かつ自発的に取り
組んでいます。

生徒会の活動

学級委員・書記を中心とした学年
リーダー組織。各学年の行事、
集会などの企画、運営を行って
います。

推進委員会の活動

美化、緑化活動等の奉仕
活動を行う自主参加組織。
毎年5 0名程度の生徒が
参加しています。

暁奉仕隊

学校説明会や個別相談会などのオー
プンキャンパス参加者を校舎案内し、
暁の良さを発信してくれています。毎年

80名前後の参加希望者がいます。

ＳＡ（スクールアシスタント）

2011年、東日本大震災が起こり、津波の被害が伝えられる中、
当時の生徒会長の提案により組織されました。前項での募金
活動のほか、被災地を訪問してボランティア活動を行うなど、
現地の人々との交流を深めてきました。毎年、独自の「防災
カレンダー」を作成するなど、活動の幅を広げています。

復興支援委員会

Human 

学園綱領「人間たれ」のもと、様々な活動を通して、

問題解決能力やチームの一員として

主体性、協働性を持って行動できる力を育成します。

人間力の育成
様々な活動を通して身につける「人間力」。

本校では2023年度から、一般財団法人SFCフォーラムの全面協力
を得て、「起業家精神教育」プログラムを実施しています。起業家精神
を題材に、生徒の課題解決力、創造力、チーム力を引き出し、新た
な価値観、マインドセットを共有していくことを目標としています。
「起業家精神教育」は、文部科学省が大学だけではなく、高校、中学校、
小学校にも拡充する方針を発表し、将来を担う人材育成に資する
教育として急速に関心が高まっています。本校では、時代の要請に
応える教育としていち早く導入を決定しました。

アントレプレナーシップを育む
「起業家精神教育」プログラム

起業家精神教育の目的

社会課題に目を向け、自ら解決策を考案
しようとする積極的・主体的な姿勢

姿勢

スキルを身につけることで、価値を生み
出すことができるという実感

自信

次のステップに進むための学びの重要性
の理解と、成長への意欲

意欲

SFCフォーラムは、慶應義塾大学湘南藤沢キャンパス（SFC）の理念に基づき、
経済界を担う人々と大学スタッフが時代の要請する新たな「知」の再編成と創造
をめざすコミュニケーションの「場」として、1990年に開設されました。事業や
研究は多岐にわたり、2012年には一般財団法人として再発足。「日本の若者に
アントレプレナーシップを」という理念のもと、セミナーやワークショップにおい
て高い実績を上げ、経済・経営、政治・社会、外交・国際交流、文化・芸術、科学・
技術など、幅広い分野の知見と議論の場を提供しています。

一般財団法人SFCフォーラムについて
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暁学園6校の連携

主な進路指導計画

6年間を通して、一人ひとりの進路実現を
きめ細かくサポートします。

進路指導

中学部

「将来、どんな道に進みたいのか」「世の中にどのように貢献していきたいのか」
など、自分の将来図を描きながら職業や学問への理解を深めます。そして将来
的に身につけるべき力を認識することで、学習意欲をより高めます。

1、2年次は総合的な学習「人間たれ」の授業を中心に、様々
な分野に興味を広げていきます。「進路ノート」を活用し、
自分なりの夢を描き、自分の心の中にある本質を見つけて
整理していきます。

高校部

自分は何が学びたいのか、どのような大学・学部・学科に進学すればよいのか、
一人ひとりの将来の目標を定めていきます。その上で「志望理由」や「社会の
事象に対する考え」を、自らの言葉で表現できるよう指導します。

本校では、受験に向けての情報提供や学力養成のサポート
とともに、様々なキャリア(経験・体験 )を通して主体的な
学びを育てるなど、一人ひとりの目標設定や進路実現の
ための取り組みを積極的に進めています。

その道のプロから実際に学び、仕事
のやりがいや技術を体験します。

● 職業インターン

「学力の3要素」に対応した能力と、興味・関心や生活スタ
イルといった「志向性」を含めた各自の特性を多面的に
測定します。

● 学びみらいpass（4年）

卒業生との座談会や学内散策など、大学を実際に体感し、
今後の学習意欲を高めます。

● 大学見学会

多様な講義ライブ、大学説明会に参加することで、大学で
の学びや関心のある分野について幅広く知ります。

● 夢ナビライブ参加（4・5年）

社会人、卒業生、受験指導の専門家の方々の講演を聴き、
進路決定に役立てます。

● 進路講演会（4・5年）

学園内連携
連携して学びを深め、成長を支える

四日市大学・四日市看護医療大学の教授や学生たちと活動をともにする復興支援

委員会や、四日市看護医療大学の講演会への参加など、本校の生徒たちは総合

学園の連携のなかで、学びを深めます。保育実習なども暁幼稚園で実施し、本校

の授業やクラブ活動を暁小学校の児童が体験することもあるなど、総合学園として

一貫した体制を築き、生徒たちの成長を支えます。

暁学園教育研究センター
総合学園の強みを教育に反映

教員の資質能力の向上や教育内容・方法など

の改善を図り、学園全体の教育力を高める

ことを目的として、2022年度に「暁学園教育

研究センター」を設立しました。大学から幼稚

園までの６校を擁する総合学園の強みを活か

し、連携しながら教育研究や授業改善、教員

研修などを行っています。暁中学校・高等学校

の教員も参画し、その成果を日頃の教育に

反映しています。

四日市大学 四日市看護医療大学 暁高等学校 暁中学校・高等学校 暁小学校 暁幼稚園
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大学、大学院でも活きるA6の学び

暁中高は学年間の壁のない学校だと思います。僕
ひとりで行事の準備をしているとき、友達に手伝い
を頼めば快く引き受けてくれるうえに、他学年の
生徒たちも積極的に声をかけてくれます。生徒会や
行事などでは、たくさんの人の手を借りてきました。
先生方も僕らが企画したものについて意見をくだ
さり、サポートもしてくれます。そのなかで自分自身
の人間力も鍛えられたと感じています。さまざまな
企画を成し遂げたときには、一緒に活動した友達や
先生方への感謝と、この学校に通ってよかったと
いう気持ちが芽生えます。僕は将来、海洋研究者に
なりたいと考えています。ダイオウイカを生で見て
みたいです。研究員になるには長い年月と膨大な
努力が必要でしょう。そのとき、中高祭や体育祭を
やり切ったあとに飲んだ、あのコーラの味を思い
出したいです！

5年 兒玉 有生さん

3年 水谷 愛理さん

暁中学校は、勉強も部活動も両立でき、みんな仲良く、
笑顔いっぱいの学校です。そのなかでも、私がいちばん
楽しいと感じる授業は、OC（オーラルコミュニケー
ション）の授業です。クラスの人数を半分に分け、いつ
もの英語の授業とは違うスタイルで、リスニングや
スピーキングができ、みんな楽しく授業を受けてい
ます。学校では、勉強はもちろん、東日本大震災の
復興支援委員会や、SA（スクールアシスタント）など、
ボランティア活動にも取り組むことで、社会の役に
立ちたいという気持ちや力が身についてきたと思い
ます。また、体育祭や中高祭など、みんなで協力して
ひとつのものを作り上げたときには、暁中学校の
生徒でよかった！と感じます。将来は中学校教諭に
なりたいと考えています。暁高校に進学してからも
勉強と部活を両立しながら、今まで以上に予習と
復習に力を入れていきたいです。

平成30年度卒業　東京大学経済学部金融学科 推薦合格

大学では、保険数理や金融工学といった数学を使った
社会科学を学び、アクチュアリーの試験勉強にも励みま
した。ゼミや就活など、人と協力する場面で役立ったの
は、数学甲子園や英単語選手権など、暁のみんなで同じ
目標に向かって頑張った経験です。アクチュアリーとして
働き始めましたが、暁で得た経験はかけがえのないもの
だと感じています。

伊藤 利太朗さん

令和2年度卒業 三重大学医学部医学科

リンパ管の研究など、中高から興味のあった医学を学んで
います。留学生と交流する大学のサークル活動では、私
が代表を務め、英語や人との関わり方を学んだ留学
経験が活きています。暁は生徒自身で幅広い進路を
選択でき、先生方の手厚いサポートはいまでもありがたく
感じています。もちろん、信頼できる友人に出会えたこと
も大切な思い出です。

長尾 奏花さん

平成28年度卒業 京都大学大学院 工学研究科 物質エネルギー化学専攻

暁では、学年を越えた交流が多くありました。養われた
のは、立場が違う人とやりとりする力や、物事を多面的
に見る力です。大学院の研究では、知識を俯瞰的に捉え、
新しいアイデアを生み出すことが大切です。先輩や後輩
など、教わったり教えたりすることも多く、相手の意図を
汲み取り、円滑にやりとりするときなど、暁で培った力を
実感します。

大原 美宇さん

A6での学びがどのように活かせたか、在校生と卒業生にインタビューしました。

仲間とふれあい、リアルな学びや活動で成長を実感！

人間力が育まれる、多くのひととの交流に感謝！

社会人になって実感する、
暁で得たかけがえのない経験。

いまも思い出す、
仲間との出会いと先生のサポート。

令和３年度卒業 横浜国立大学都市科学部

東アジア諸国における都市形成の背景や文化、国際関係
を学ぶゼミに所属するほか、政治学やジェンダー論など、
幅広い分野で学びを深めています。大学は人前で話す
機会も多く、暁で鍛えられた論理的に考えを説明する力
が役立っています。また、答えのない問題に取り組み、
大変なときには、中高で培った「やり遂げる力」から自信
をもらっています。

鹽野 雄史さん

答えのない問題に挑むとき、
「やり遂げる力」が勇気をくれる。

学年を越えた交流で養われた
物事を「俯瞰的に見る力」。

1413 AKATSUK I Junior-Senior High School



「人間力」を高める部活動。
暁中学校・高等学校のクラブ活動は、

強じんな精神力と体力を鍛え、自主性を高め、

友情やチームワークを培い、様々な試練を乗り越えることで、

たくましい人間力を育みます。

将　棋

将　棋

体　操

吹奏楽

合　唱

合　唱

テ ニ ス
テ ニ ス
か る た

主な受賞歴

第45回全国高等学校総合文化祭将棋部門   男子団体
第46回全国高等学校総合文化祭将棋部門   女子団体
第68回東海高等学校総合体育大会体操競技   男子団体総合
三重県吹奏楽コンクール  高校Ｂ編成の部
第61回全日本合唱コンクール三重県大会
第89回ＮＨＫ全国学校音楽コンクール三重県コンクール
2022年度三重県中学生ＲＳＣテニス大会　男子団体
第20回東海地区中学生新人テニス大会　女子団体
第45回小倉百人一首全国高等学校選手権大会地区大会

第3位
優勝

優勝

金賞

金賞

金賞

優勝

第３位

優勝

中学部 高校部

部
活
動

〈  部活動  〉

高円宮杯第73回全日本中学校英語弁論大会三重県大会
令和3年度税の作文
三重県高等学校英語スピーチコンテスト

第25回算額をつくろうコンクール
第20回日本ジュニア数学オリンピック　関西地区

最優秀賞

名古屋国税局長賞

優勝

金賞

優秀賞

〈  コンクール  〉

運動部
軟式野球
バスケットボール
体　操
女子バレーボール

硬式テニス
サッカー
剣　道
水　泳

陸上競技
駅　伝

運動部
硬式野球
バスケットボール
体　操
バレーボール

硬式テニス
サッカー
剣　道
水　泳

陸上競技
バドミントン

文化部
E S  S
合　唱
吹奏楽

競技かるた
将　棋
美　術

科　学
茶　道

文化部
E S  S
合　唱
吹奏楽

競技かるた
将　棋
美　術

科　学
茶　道
演　劇

※令和6年度以降、新規募集停止となる可能性があるクラブもございます。
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冬服夏服

６年間の学びと生活

ITEMS
OTHER

学びに集中できる快適な環境が整っています。

※マルチメディアルーム1には
　タブレット型端末を導入

開放感あふれるエントランス
など、心地良く学べる環境が
整っています。

管理棟
実験室は3つに分かれ、化学
変化や解剖など様々な実験
や観察を行っています。

理科実験室
明るく開放的な空間の中、生
徒同士が交流を深める場と
なっています。

ラウンジ
授業やクラブ活動、学校行事
など幅広く活用しています。

体育館

46台のパソコンを設置。2つの
マルチメディアルームは、ICTの
拠点となります。

マルチメディアルーム
競技かるた部の活動をはじめ、
中高祭では茶道部によるお茶
会なども催されます。

和室
日頃の授業はもちろん、野球、
サッカー、陸上競技などのクラ
ブ活動でも使用しています。

グラウンド
三万冊を超える蔵書とリクエ
スト制度で皆さんの「知りた
い！」をかなえます。

図書館

令和5年1月、暁学園法人本部棟・教育棟完成。全学園生が利用できます。

教育棟外観 教育棟一階　多目的ホール「オーロラ」

TOPIC
AKATSUKI

バッグ リュック

リボン・
ネクタイ

制服

施設・設備

校内M A P

グラウンド バス乗り場↓

←駐輪場

メディア棟体育館

管理棟

A棟 B棟

C棟
D棟
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１年を通して、新しい出会いや発見、
感動の瞬間がたくさん待っています。

年間行事
かけがえのない仲間との
笑顔あふれる毎日。

暁中学校の一日

8月

7月

9月

5月

4月

6月

2月

1月

3月

11月

10月

12月

・始業式　・入学式　・生徒会役員選挙
・フィールドワーク（遠足）

・三泗新人大会　・進学講演会（4・5年）
・合唱コンクール（1~3年）

・卒業式（6年）　・スポーツ大会　・修了式卒業式（3年）
・海外語学研修（2～5年希望者）
※夏期休暇中に実施する場合もあります。

・中間テスト

・体育祭　・創立記念式典　・進学講演会（6年）

・始業式　・中高祭（文化祭）　・生徒会役員選挙

・修学旅行（3年・東京）

・終業式

・始業式　・全校百人一首大会

・実力テスト

・修学旅行（5年・北海道）　・終業式
・三泗総体　・夏期特別補習
・自然研修（1年）

・夏期特別補習　・平和研修（2年）　
・課題完成講座（1～3年）

・点検・実力テスト　

・期末テスト　

・点検・実力テスト　

・中間テスト　

・期末テスト　

・点検・実力テスト　

・期末テスト　

※年度により行事予定の変更もあります

8：40 朝礼
「TMノート」を活用し、
各自の1日をチェックします。

13：20 午後の授業
午後の授業は3時間！

8：50 午前の授業
午前は4時間で、
1限につき50分の授業です。

8：30 登校
三岐鉄道、スクールバス、
自転車などで各自登校します。

12：40 昼休み

17：40 下校

16：25 終礼

16：10 掃除
「全員清掃」がルールです。

16：40 クラブ活動
放課後には様々なクラブ活動が
行われています。
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中学生のクラブ加入率は80～90％です。高校部になって
もクラブ活動を継続する生徒は多くいます。高校部で
クラブを変えて新たなことに挑戦する生徒もいます。3年
制高校と合同活動、交流活動を行うクラブもあり、校種
を越えた仲間や指導を得る機会が得られます。

クラブ活動について カウンセリング体制について

本校では生徒や保護者の相談窓口として教育相談室と
カウンセリングルームを設置しています。専門のスクール
カウンセラー(臨床心理士)が定期的に(原則週二回)
来校し、生徒や保護者のみなさんのあらゆる悩みや相談
に随時対応しています。

暁学園では、高校から幼稚園の全
校園で、原則、毎月奇数週の土曜
日の午前中は授業日としています。
従って、通常は第2・第4土曜日が
休校となります。但し、変則的な月
もあるため、年度初めに年間学事予
定表で通知しています。

土曜授業日について

中学部と高校部では、男女とも制
服の仕様の一部が異なります。靴
下は、男女とも学校指定品はあり
ませんが、女子は入学式、卒業式な
どの儀式の際は、正装として全員が
黒ストッキング又は黒タイツを着用す
ることを伝統としています。

制服について

基本は弁当持参です。業者による
パンの販売もあります。構内には
飲料の自動販売機を設置してい
ます。本校校舎から少し離れてい
ますが、3年制高校体育館付近に
ある学生食堂も利用できます。

昼食について

本校の受験をご検討の皆様から
よく寄せられるご質問にお答えします。

よく寄せられる
ご質問

通学圏

徒歩又は公共交通機関の利用を基本としています。三岐
鉄道「暁学園前」駅が最寄り駅ですので、近鉄富田駅経由
で電車通学をする方法が一般的です。許可書を取得すれ
ば自転車通学も可能です。3年制高校との共用で学園が
運行するスクールバスもあります。

通学手段

本校のある萱生キャンパスには駐車場がありますが、同
敷地内にある3年制高等学校と共用で収容台数にも限り
があります。学校説明会等でご来校の際には、本校からの
駐車場利用に関するご案内をご確認ください。

駐車場

四日市市を中心に、桑名市、鈴鹿市など北勢地区から通う
生徒が大半ですが、愛知県、岐阜県から通学する生徒も
います。

通学および駐車場について 通学地域

桑名市

いなべ市 ・ 員弁郡

四日市市

三重郡

鈴鹿市

津市以南

県外

人数 割合

149 19.8％

55 7.3％

412 54.9％

82 10.9％

21 2.8％

5 0.7％

27 3.6％

令和 6年度  募集要項

備考

入学後の
納付金
（月額）

出願期間

入学
手続き

合格発表

受験料
納入期間

試験教科

試験会場

試験日

出願
手続き

募集定員

前期  （一般・専願） 後期

男女 約100名

入学志願者名票に必要事項を記入し､受験料12,000円を指定銀行に振り込んだ後､
暁中学校･高等学校の事務室に直接出願するか､郵送してください｡
※前期試験（一般・専願）と後期試験の併願は前期試験の受験料で出願できます。
※帰国子女入試の受験料で前期入試（一般・専願）・後期入試との併願が可能です。

暁中学校 ・ 高等学校

令和5年12月4日（月）～
12月26日（火）

平日 9:00～16:00 土曜日 9:00～12:00
※第2土曜日･日曜日・祝日は除く
※郵送の場合は最終日必着

令和5年12月4日（月）～
12月26日（火）

令和6年1月5日（金）～
1月11日（木）

平日 9:00～16:00 土曜日 9:00～12:00
※第2土曜日･日曜日・祝日は除く
※郵送の場合は最終日必着

男女 若干名

令和6年1月6日（土） 
8:30～12:30

令和6年1月13日（土）
 9:00～11:25

国語 社会 算数 理科（各45分） 国語 算数（各50分）

令和5年11月1日（水）～
12月26日（火）

令和5年11月1日（水）～
令和6年1月11日（木）

令和6年1月10日（水）
※受験生に速達で通知します｡

帰国生入試

男女 若干名

令和5年12月4日（月）～
12月18日（月）

平日 9:00～16:00 土曜日 9:00～12:00
※第2土曜日･日曜日・祝日は除く
※郵送の場合は最終日必着

令和5年12月23日（土） 
9:00～11:00

国語 算数（各３０分）・面接

令和5年11月1日（水）～
12月18日（月）

令和5年12月26日（火）
※受験生に速達で通知します｡

令和6年1月16日（火）
※受験生に速達で通知します｡

本校指定用紙に所要事項を記入し､入学金45,000円､教育充実費250,000円を
令和6年1月19日（金）までに納入してください｡

・授業料(教学費含)／38,000円　・諸会費／1,000円
・補助教材費／3,100円　・修学旅行等積立金／4,000円

1．前期専願入試出願者は、本校を第一志望とし、合格の場合は本校に入学していただくことになります。
2．前期専願入試出願者は諸活動の記録を願書に記入してください。資格をお持ちの方は証明する資料の写しを添付してください。また、
英検3級以上をお持ちの方は、合格が証明できる資料の写しを添付してください。英検2級以上をお持ちの方は入学試験「社会」の得点と
換算得点を比較し、得点の高いほうを採用します。専願は「4科目と提出書類による総合判定」「2科目（算数・国語）と提出書類による
総合判定」の2種類の合否判定があります。  換算得点：英検2級：42点、英検準1級：44点、英検1級：46点

3．前期一般入試出願者で英検2級以上をお持ちの方は願書に記入の上、資格が証明できる資料の写しを提出してください。入学試験
「社会」の得点と換算得点を比較し、得点の高いほうを採用します。 換算得点：英検2級：42点、英検準1級：44点、英検1級：46点

4．特別な理由で入学を辞退される方は令和6年2月5日（月）12:00までに暁中学校・高等学校事務室に来校いただき、必要な手続きを
完了された場合、既納の納付金のうち教育充実費を返還します。　

5．諸学費は、在学中に変更を行うことがあります。
6．高校入学の際、入学金等の負担を願うことになっています。
7．合格通知は郵便事情で、着信が発表日の翌日になる地域もあります。
8．帰国生入試の受験資格：原則として海外在住1年以上、かつ帰国後3年以内の者。※出願時に「現地校に在学している（在学していた）
ことを証明するもの」を提出

※本学園が設置する小学校から大学に３名以上の兄弟姉妹が就学頂いております保護者様につきましては、
　第３子以降の方の授業料を半額にさせていただく制度を設けております。
※中学部・高校部ともに国・県の学納金補助制度があります。
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